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1調査研究

はじめに

139号から消化管内寄生虫について連載しており、142号
からは日高地区で取り組んだ研究成果について報告してい
ます。本稿では２次診療施設（手術施設）における調査結
果について紹介します。調査対象とした寄生虫は特に手術
に至る疝痛を発症しやすい回虫と条虫です。

回虫症に関する回顧的調査

北海道ＮＯＳＡＩ家畜高度医療センターの2015年から
2024年における診療記録から、急性腹症（いわゆる疝痛）
を発症した馬のうち、回虫が関与したと考えられる症例に
ついて回顧的に調査しました。実際の症例においてはその
原因が本当に回虫か否かを特定することが難しい場合もあ
るため、本調査では手術時に回虫を腸壁越しに触知したり
目視したりと、確実に回虫症であると判断できた症例のみを
対象としました。

（１）発症時期
10年間において回虫症と診断された馬は21頭で、いずれ

も当歳馬でした。発症月齢の中央値は３ヵ月齢（２-４ヵ月
齢）と海外の５ヵ月齢よりも早いことが分かりました（図１）。

（２）病態
疝痛の原因はいずれも小腸の異常で、重積 ( 腸が腸の中

に入り込むこと）（図2）が52％（11/21頭）、閉塞が33％（7/21
頭）、纏絡（小腸同士が絡まること）が14％（3/21頭）、捻
転が５％（1/21頭）でした（複数の症状を示した馬もいまし
た）。回虫症というと、腸内に虫体が詰まる「閉塞」をイメー
ジしますが、実際にはさまざまな病態を呈します。特に腸が
入れ子状になる「重積」が多いことが明らかになりました。
これは回虫が腸の働きそのものに影響を及ぼし、小腸内で

の異常な蠕動を引き起こすことが原因と考えられます。手術
前の超音波検査では18頭において小腸ループ（11頭）、重
積像（７頭）、虫体の描出（３頭）といった異常所見が認め
られました。

図１．回虫症の発症月齢（上）と発症月（下）

図２．正常な腸管（上）と重積を示す腸管（下）の模式図
下図では腸が腸の中に入り込んでいる。
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（３）駆虫履歴
発症馬の牧場はそれまでに駆虫をしていない牧場もあれ

ば、毎月駆虫している牧場もありました。発症前２ヵ月以内
に駆虫履歴のある馬が８頭いました（イベルメクチン製剤６
頭、ピランテル製剤２頭）。これらの薬剤は回虫に急速に作
用するため、大量寄生している場合には死滅虫体が消化管
内で詰まってしまうリスクがあります。実際、駆虫翌日に発
症した馬もいました。一方、１−1.5ヵ月前にイベルメクチンを
投与された馬が４頭いましたが、これらはイベルメクチン耐
性であったと考えられます。本調査において日高地区におけ
る約９割の生産牧場（29/33牧場）でイベルメクチン耐性が
示唆されていますので（142号参照）、イベルメクチンは回虫
駆虫に不適当と考えられます。今回、緩徐に作用するベンズ
イミダゾール系薬剤を用いた馬における発症が確認されな
かったことから、従来言われている通り子馬の回虫症に対し
てはベンズイミダゾール系薬剤が推奨されます。

今回、２ヵ月齢（90日齢未満）で、６頭発症しました（最
も早い発症日齢は69日齢）。それでは初回駆虫はいつ行った
らよいのでしょうか。教科書的には初回駆虫は２ヵ月齢が推
奨されていますが、日高の牧場の60％が１ヵ月齢で初回駆
虫を実施しています（142号参照）。初回駆虫時期を検討す
る際は体内移行を考慮しなくてはいけません。回虫は草とと
もに摂取された虫卵が腸内で孵化した後、幼虫が小腸壁に
侵入し、肝臓に入ります。肝臓から心臓、肺に至り、肺か
ら気管を遡って咽頭に至り、嚥下されて再び小腸に入ります。
このように寄生虫が消化管外に出ることを体内移行と言い、
回虫の場合、消化管に戻るのは早くて４週間程度と言われ
ています。４週間と聞くと、１ヵ月齢での駆虫がちょうど良
いように思いますが、これはあくまでも０日齢に感染した場
合の話であり、実際に当歳馬が草を口にし始めるのはもう
少し後の時期です。また、仮に０日齢で感染していたとして
も、４週齢で消化管に戻ってきた第一陣のみ駆虫してもそ
の後続 と々体内移行を終えた寄生虫が消化管内に戻ってき
ますので、やはり１ヵ月齢がベストとは考えづらいところです。

今回２ヵ月齢で発症した６頭のうち３頭がそれ以前にイベ
ルメクチンを投与されていました（1.5ヵ月齢時２頭、不明１
頭）。1.5ヵ月齢時に投与しているにも関わらず、２ヵ月齢で
発症していることは（耐性化していた可能性もありますが）
初回投与が早すぎたのかもしれません。また、ベンズイミダ
ゾール系を用いるにしても、１ヵ月齢から１ヵ月間隔で投与す
ることは、イベルメクチン同様に耐性化を促すかもしれない
ため注意が必要です。

（４）予後との関連
術後の予後を追跡できた18頭における１年後生存率は

61％（11/18頭）でした。生存できなかった７頭の原因内訳
は重積の再発（３頭）、消化管破裂（３頭）、不明（１頭）で
した。当歳馬における開腹手術は、一般的に癒着などのリ
スクがあり予後は高くないと言われていますが、回虫症にお
いても同様の結果でした。

（５）回虫症まとめ
今回の調査で明らかになった主な点は以下の通りです。
・発症馬はすべて当歳馬
・発症は３ヵ月齢前後と既報より早い
・小腸重積が最多で、術後の１年生存率は約５割
・イベルメクチン耐性や駆虫後の虫体閉塞に注意
・ベンズイミダゾール系薬剤が推奨

葉状条虫症に関する回顧的調査

回虫症と同じく、2015年から2024年の10年間における北
海道ＮＯＳＡＩ家畜高度医療センターの診療記録をもとに、
葉状条虫（Anoplocephala perfoliata）について回顧的に調
査しました。

これまでの報告では円虫と回虫に焦点を置いていたため、
改めて葉状条虫のポイントを説明します。

葉状条虫は２～８cm ほどの扁平な形をしており、主に盲
腸および回腸末端（盲腸との連結部なので回盲部と言われ
ます）の腸粘膜に吸着し、重積や盲腸破裂を引き起こすこ
とがあります（図３）。糞便による虫卵検査の検出率が低い
ことから、牧場実態調査（142号参照）では対象から除外し

図３．腸粘膜に吸着する大量の葉状条虫
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ました。しかし、寄生率が高く被害も大きいために非常に
重要な寄生虫症です。

中間宿主としてササラダニを介すという特徴があります。
ササラダニは馬の体表で吸血するマダニとは異なり、体長１
mm ほどと非常に小さく、土中に生息し植物遺体の分解を
行っています。夏から秋にかけて活発に活動するため、こ
の時期に寄生リスクが高く、秋から翌春にかけて発症しや
すくなります。

イベルメクチンは効かず、プラジカンテルまたはピランテル
（円虫に対する有効量の２倍量）の投与が必要です。これま
で葉状条虫のプラジカンテル耐性は報告されていませんでし
たが、2024年についに米国ケンタッキー州において耐性が
報告され、2025年日本においても報告されました。

回虫と同じく、疝痛の原因が葉状条虫か否か明確に判断
することは困難なため、本報告では葉状条虫が原因となり
うる盲腸重積（回腸が盲腸に入り込む回盲部重積と盲腸が
結腸に入り込む盲結腸重積の２つに細分されます）を対象と
して回顧的調査を行いました。

（１）発症時期
盲腸重積と診断された症例は58頭（当歳17頭、１歳35頭、

２歳以上６頭）で、66％（38/58頭）が冬期（11月から４月）
に発症しました（図４）。既報と同様に、当歳冬から１歳春
にかけて多いという季節性が認められましたが、夏にも発
症しており、冬のみというわけではないという点には注意が
必要です。

（２）病態
病態別では回盲部重積が60％（35/58頭）、盲腸結腸重

積が40％（23/58頭）でした。全症例で手術前の超音波検
査において小腸拡張、重積像、盲腸壁の肥厚などの異常所
見が認められました。

（３）駆虫履歴
３ヵ月以内に（葉状条虫に有効とされている）プラジカン

テルの投与履歴がある馬が14頭いました。海外のガイドライ
ンでは「葉状条虫寄生を疑う地域では秋から冬にかけて年
１回プラジカンテルを投与する」とありますが、日高地域で
は年１回の駆虫では不十分である可能性があります。その
原因として、駆虫で全ての虫体が死滅しない、駆虫で全て
の虫体が死滅した後に再感染する、駆虫薬が効いていない
等が考えられますが、現時点ではその正確な原因は不明で

す。血中抗体価を調べたところ、著しく高い馬が多いことか
らも、日高地区は諸外国に比べて条虫の汚染度が高いと考
えられ、欧米よりも入念な対応が必要であると考えられます。
ただし、これが日高全域にいえることなのか特定の地域・
飼育環境によるものなのかは本調査では分かりませんでし
た。

（４）予後との関連
手術後の１年後生存率は回盲部重積で77％（27/35頭）、

盲結腸重積で48％（11/23頭）でした。盲結腸重積の生存
率が低くなっていますが、重積を整復し、盲腸亜全摘でき
た症例では生存率83％（10/12頭）と高く、整復できるか否
かが予後に大きく影響していました。

（５）葉状条虫のまとめ
今回の調査で明らかになった主な点は以下の通りです。
・葉状条虫症の発症時期は主に当歳～１歳
・感染は秋から冬にかけて増加
・プラジカンテル系薬剤による計画的駆虫が推奨

図４．葉状条虫症の発症年齢（上）と発症月（下）

調査研究
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前回まででジャドモントファームにおける育成調教につい
てご紹介しました。今回からは、もう一つの研修先の牧場
である Ballylinch Stud（バリーリンチスタッド）についてご
紹介していきます。

アイルランドの有力オーナーブリーダー 
「バリーリンチスタッド」

バリーリンチスタッドは、アイルランド中央やや南部に位
置するキルケニー県に拠点を構えるオーナーブリーダーです。
愛ダービーが行われるカラ競馬場からは車で１時間くらいの
距離にあります。牧場のすぐ傍にはノール川という綺麗な川
が流れており、肥沃な放牧地が非常に豊富な美しい牧場で
す。

バリーリンチスタッドはノール川のほとりに位置し、肥沃な放
牧地を備えた美しい牧場。

牧場の歴史は古く、100年以上馬の生産が行われていま
す。初めて繋養した種牡馬 The Tetrarch（ザテトラーク）
は、英国のリーディングを獲得した名種牡馬で、直子の
Tetratema（テトラテマ）からは日本でリーディングを５度獲
得したセフト（トキノミノルの父）が出ています。さらに、牝

駒の Mumtaz Mahal（ムムタズマハル）の子孫からは、ナス
ルーラやロイヤルチャージャーなどが出ており、近代競馬の
発展に多大な影響を与えています。

牧場内にあるザテトラークの石碑

近年の代表的な繋養種牡馬には、Lope de Vega（ロペ
デヴェガ）や New Bay（ニューベイ）などがいます。日本で
はあまり多くの馬が走ってはいませんが、特にロペデヴェガ
は毎年欧州リーディング上位にランクインするトップ種牡馬で
す。

看板種牡馬のロペデヴェガ。2026 年の種付料は 20 万ユーロ
（約 3,600 万円）と同国内では２番目の高額種牡馬である。

海外最新情報①2

アイルランドの育成について（Ballylinch Stud）
日本中央競馬会　日高育成牧場　調査役　　竹部　直矢

海外最新情報①
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同牧場では毎年100頭程の競走馬が生産され、中期育成、
後期育成も同牧場の分場を含む広大な敷地内で行われてい
ます。イヤリングセールへの上場に力を入れており、特に牡
馬を中心にゴフスやタタソールズ、フランスのアルカナなどの
主要なセリに積極的に上場し、高額な売却実績も目立って
います。

今回の主題である同牧場の後期育成部門では、30頭程度
が管理されています。ジャドモントファームは生産馬のほと
んどを所有して育成を行いますが、同牧場では売却もして
いるため、入厩してくる１歳馬の頭数はそれほど多くありま
せん。管理している馬の内訳は、デビュー前の１～４歳馬が
主で、休養中の既出走馬も数頭います。デビュー前の４歳
馬というと、日本の感覚では馴染みがありませんが、アイル
ランドではそれほど珍しくはありません。これらの馬は主に
障害競走でデビューを控えている馬です。アイルランドでは
障害競走の人気が非常に高く、晩成で長距離に適した血統
の馬や、雄大な馬格の馬ははじめから障害を目標に育成さ
れることも多いため、急いで仕上げる必要がありません。日
本のように、２～３歳でのデビューを必ずしも求められない
ということも、現地の馬づくりの特徴であると言えます。

後期育成部門のスタッフ構成は、騎乗者は私を入れて４～
５人、作業スタッフが３名程度でした。

自然の地形を利用した調教馬場

後期育成部門で使用されている調教馬場は３種類ありま
す。その内、全周約400m の円形馬場と、コの字型の約
1,300m の坂路馬場が主に用いられていますが、これらは
フェルトの混ざったポリトラック素材が用いられています。雨
の多いアイルランドではこのような素材が一般的に利用され
ています。もう１つは坂路馬場に沿って設置されている芝坂

路馬場で、条件の整った日にのみ使用されます。
これらの馬場は自然の地形を利用して作られています。そ

のため、円形馬場は平坦ではなく、１～２％程度の傾斜が
ついています。坂路馬場も、上りの傾斜角度は一定ではなく

（最大４％程度）、角度のきついところと緩いところが入り混
じっています。ジャドモントファームの調教馬場の紹介の際
にも説明しましたが、実際の競馬場も自然な地形を利用し
てつくられています。このような調教馬場でトレーニングをす
ることで、競馬で求められる上りや下り傾斜でバランスを保っ
たまま走行ができるように調教が行われています。

バリーリンチスタッドのルーティーンワーク

これらの馬場を使用した調教メニューですが、ルーティー
ンワークが決まっています。１週間のうち、月曜から土曜ま
での６日間が調教日で、日曜日は休みのため放牧やウォーキ
ングマシン運動のみ行われます。休み明けの月曜日のみ軽
め調教ですが、それ以外は基本的に同じメニューの繰り返
しとなります。

騎乗前には、全馬１時間のウォーキングマシン運動が行
われます。その後、騎乗調教に移るのですが、調教は各ロッ
ト３～４頭の少頭数で行われ、全てのロットでリードホース

（引退した競走馬。２頭が繋養されている）が用いられて先
導します。円形馬場では、速歩運動を３～４周行った後、25
～30秒 /ハロン程度のハッキングキャンターを３周程度ずつ、
両手前行い準備運動を行います。

その後坂路馬場に移動し、１本強めの調教が行われます。
強めと言っても、走行タイムは最速区間で16～18秒 /ハロン
程度で、これ以上に強い11～12秒 /ハロンなどの追切調教
は、後期育成期には行いません。牧場では基礎体力をつけ
ることに特化し、本格的な強い調教は調教師の元へ移動し

軽調教を行う円形馬場には上りと下りの傾斜が存在し、バラン
スをキープした走行が求められる。

坂路馬場での調教の様子。毎日同程度の強度のルーティーン
ワークが行われる。なお、向かって右側の芝部分が芝坂路馬場
となっている。
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てから行われます。これもジャドモントファームと似た調教
方針で、ルーティーンワークを繰り返すことで、馬の落ち着
いたメンタルを培うことを重要視した育成であると言えます。

ぬかるみやすい馬場に馴らす芝坂路馬場調教

芝坂路馬場は限られた条件下でのみ使用されます。アイ
ルランドの土は、乾いた状態では硬くなり、水分を含むとぬ
かるみやすい特徴があります。海外競馬をご覧になる方は
ご存じかもしれませんが、英・愛などの欧州競馬では馬場
の硬さを理由に直前に出走を取り消す馬がよく見られます。
欧州の乾いた馬場は硬く肢元に悪いと考えられているので、
これが理由の一つと考えられます。

バリーリンチスタッドの芝坂路調教も、雨が降った翌日な
ど、適度に湿った条件の良い時を狙って使用するため、週
に１度あるかないかという頻度になっています。肢元に負担
がかからないことも重要ですが、競馬場の馬場と同じように
ぬかるみやすい環境に馴らすという効果もあります。これも、
ジャドモントファームの育成で行われていた「放牧地騎乗」
と同じ狙いの調教と考えることができます。

雨の翌日など、適度にぬかるんだ状態の時のみ使用される芝坂
路馬場。実際の競馬場と似た馬場での調教が行われている。

調教中の「オン」と調教後の「オフ」

調教が終わったら、馬たちは馬場の横に生えている牧草
を食べる「Grazing（グレイジング）」の時間が設けられます。
マネージャーが各騎乗者と調教の感触を話し合ったり、上が
りの息遣いを確認したりする時間を利用して、５分間程度の
間、騎乗者を乗せたまま牧草を食べさせます。この時間は
調教後には必ず確保されており、重要なものと位置付けられ
ています。

調教中を、緊張して集中しなければならない「オン」の時
間と表現すれば、グレイジング中は馬がリラックスして好き
なように牧草を食べることができる「オフ」の時間と言えま
す。このようにメリハリのついたリラックスタイムを設けるこ
とで、馬のメンタルは落ち着いてくると考えられています。

調教後のグレイジングの様子。調教後の馬はリラックスしなが
ら草を食べることができる。
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競馬の箱馬車3

JRA 競馬博物館特別展「競馬と野球 記録と記憶のスポーツ」
公益財団法人馬事文化財団　競馬博物館部　　廣瀬　薫

東京競馬場内にあるＪＲＡ競馬博物館では、４月25日
（土）から特別展「競馬と野球 記録と記憶のスポーツ」を開
催します。競馬と野球は、ともに舶来のスポーツとして日本
で大きな発展を遂げています。また、両者は全く異なる競
技でありながら、土や芝の上を駆け抜けること、細かなデー
タ分析によって対戦予想を楽しむこと、三冠馬や三冠王と
いったスーパースターがいることなど、互いに共通する文化
や魅力があります。今回は、特別展の内容の一部をご紹介
します。

競馬と野球の伝来

競馬と野球は、ともに幕末の横浜開港をきっかけに欧米
から日本へ伝わったスポーツです。1859（安政６）年に横浜
が開港すると、200年以上続いた鎖国体制から一転、諸外
国との自由貿易が始まったことにより、様々な文化や技術と
ともに、欧米式のスポーツが日本に伝わりました。開港当初、
横浜居留地で暮らす外国人の約半数がイギリス人であった
ため、居留地で行われるスポーツはクリケットやテニス、レ
ガッタ（ボートの競漕会）などのイギリス由来の種目が多く、
なかでも競馬は早い時期から行われ、開港翌年の1860（万
延元）年に現在の元町商店街周辺で行われた記録が残って
います。

横浜明細全図　1870（明治３）年　馬の博物館所蔵

一方の野球は、明治初頭に居留外国人と寄港した外国艦
船の乗組員との間でたびたび試合が行われ、記録が残る
最も古い試合は、1871（明治４）年に現在の横浜関内地区で
東京や横浜在住の外国人とアメリカ軍艦コロラド号の水兵た
ちによって行われました。そして、翌年に現在の東京大学の
ルーツである第一大学区第一番中学のアメリカ人教師ホーレ
ス・ウィルソンが日本人生徒に野球を教えたことが、我が国
における野球伝来として今に伝わっています。

競馬と野球は当初、日本に滞在する外国人が休日のレ
ジャーとして楽しむものでしたが、次第に日本人も参加する
ようになり、時代とともに各地に競馬場や野球場が作られて
人気スポーツへと発展していくことになりました。

有馬記念とオールスター

競馬と野球の両方にゆかりのある人物として、日本中央競
馬会２代目理事長の有馬頼寧が挙げられます。有馬は、1935

（昭和10）年にプロ野球球団の東京セネタースを創立し、西
武鉄道と提携して上井草球場を建設しました。日本野球連
盟などの相談役を歴任し、野球界の育成や発展に尽力した
功績が認められ、1969（同44）年に野球殿堂入りを果たし
ています。現在、東京ドームに併設されている野球殿堂博
物館のホールでは、整然と並んだ殿堂者のレリーフのひと
つに有馬の肖像を見つけることができます。

その有馬自身が、ファン投票によって出場選手が選ばれ
るプロ野球のオールスターゲームにヒントを得て創設したの
が現在の有馬記念です。ご存知のとおりファン投票によって
出走馬が決まるこのレースは、有馬の尽力によって新装され
た中山競馬場において「ダービーにも匹敵する大レースを」
と考案されたものでした。当時のレース体系では、旧４歳
はダービー、古馬は天皇賞が最大の目標であり、両者の一
線級が正面からぶつかることはあまりありませんでした。し
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かし、新設されたレースは馬齢を問わずファン投票によって
出走馬を決め、名実ともに実力で日本一を決める大レースと
して盛り上がりを見せ、多くの競馬ファンの心を掴みました。
戦前に球団オーナーを務めた経験を持ち、スポーツに造詣
の深い有馬ならではの発想で生み出されたレースでした。

なお、1956（昭和31）年の創設当初のレース名は「中山グ
ランプリ」でしたが、第１回のレースが大盛況のうちに終わっ
たわずか17日後に急逝した有馬の功績を称え、第２回から

「有馬記念」と名前を変え、現在まで年末の風物詩として親
しまれています。

日本中央競馬会２代目理事長　有馬頼寧

三冠馬と三冠王

三冠馬と三冠王は、それぞれ求められる能力の異なる３
つのタイトルを独占した人馬に贈られる称号です。競馬では
皐月賞、東京優駿（日本ダービー）、菊花賞をすべて優勝し
た馬のことを “ 三冠馬 ”と呼び、野球では打率、本塁打、
打点の３部門で首位に立った打者のことを “ 三冠王 ”と称し
ます。これまでに三冠馬は８頭、三冠王は８名と、奇遇に
も同数が誕生し歴史にその輝かしい名を刻んでいます（い
わゆる牝馬三冠を除く）。

競馬と野球における三冠の大きな違いは、競馬において
三冠をかけたクラシックレースは三歳馬限定であるため一生
に一度の挑戦であるのに対し、野球は何度でも挑むことが
できる点にあります。現に、王貞治（巨人）とバース（阪神）
がそれぞれ２回、落合博満（ロッテ）は最多の３回達成して
います。競馬や野球には様 な々タイトルがありますが、ひと
つの王座をつかむことさえ容易でない世界において三冠は

特に偉大な記録であり、達成に大手をかけた馬や三冠の可
能性を持つ選手には、秋に大きな期待と注目が集まります。
競馬と野球は、ともに大記録への挑戦と達成が魅力のス
ポーツだといえるでしょう。

史上初めて親子で無敗の三冠を達成したコントレイル（菊花賞）

ご参考までに、これまでに三冠を達成した人馬を以下に
記載しました。果たして今年は三冠馬、あるいは三冠王が
誕生する光景を見られるでしょうか。
■三冠馬一覧（達成年・父）
セントライト（1941年・ダイオライト）
シンザン（1964年・ヒンドスタン）
ミスターシービー（1983年・トウシヨウボーイ）
シンボリルドルフ（1984年・パーソロン）
ナリタブライアン（1994年・ブライアンズタイム）
ディープインパクト（2005年・サンデーサイレンス）
オルフェーヴル（2011年・ステイゴールド）
コントレイル（2020年・ディープインパクト）
■三冠王一覧（達成年・所属球団）
中島 治康（1938年秋季・巨人）
野村 克也（1965年・南海）
王 貞治（1973/74年・巨人）
落合 博満（1982/85/86年・ロッテ）
ブーマー・ウェルズ（1984年・阪急）
ランディ・バース（1985/86年・阪神）
松中 信彦（2004年・ダイエー）
村上 宗隆（2022年・ヤクルト）

本展では、このほかにも競馬と野球に共通する様々な文
化や魅力をご紹介します。各種イベントも開催しますので、
東京競馬場にご来場の際にはぜひお立ち寄りください。

� （文中敬称略）
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はじめに

心房細動とは、心臓の上部にある心房が、細かく震える
不整脈の一種です。正常な心臓では心房から心室へ規則正
しい電気信号が伝わり、収縮することで血液が全身に回り
ます。心房細動では、心房に異常な震えが発生し、心電図
上に紫矢印のf 波と呼ばれる電気信号が確認できます（図１
右）。これによって赤矢印の心室の収縮も不規則となり、血
液を全身に効率よく送り出すことが難しくなります。そのた
め競走馬で発症するとパフォーマンスが大幅に低下し、大き
く遅れる症例や競走中止する症例も発生します。大半の症
例は自然治癒しますが、治癒しない場合は競走復帰のため
に治療が必要です。

図１：正常な心臓と心房細動の心臓

キニジンは、主にナトリウムチャネルを遮断することにより
細胞の活動電位を延長させ、異常な電気信号の反応を抑え
ることで治癒を促す治療薬で、古くから用いられています。
しかし、キニジン治療は心室細動や心停止など死亡を含む
重篤な副作用が報告されており、治療は容易ではありませ
ん。そのため、治療の成功と副作用の発生を最小限にする
ための投与法の確立が求められています。現在の教科書に

おける推奨投与法は、キニジン硫酸塩 22 mg/kg を２時間
ごと計４から６回、経鼻投与する方法です。また、キニジン
硫酸塩を22 mg/kg の６時間間隔投与も推奨されています。
このように推奨投与量が教科書に記載されていますが、消
化管吸収に個体差が大きく、臨床現場ではこの通りの投与
は困難であり、実際には臨床獣医師が馬の反応や心電図を
見ながら経験的に投与量を調節しているのが現状です。

これまでの推奨投与法は、過去に報告された薬物動態か
ら、その濃度の平均値に基づいた投与法が検討されてきま
した。しかし、前述したように消化管吸収に個体差が大き
く、平均値が有効濃度であっても、症例によっては有効濃
度に達しない、もしくは副作用濃度に達している可能性が
あります。これらを解決する方法として、母集団薬物動態解
析があります。この解析では、個体ごとの薬物濃度のばら
つきを解析し、コンピューター上で集団の濃度予測が可能
となります（図２）。具体的には、例えば100頭投与した場
合、低濃度から順に計算した場合の10頭目にあたる10％値

（青線）、中央値である50％値（黒線）、90頭目にあたる90％
値（赤線）を予測し、青線と赤線が緑色の治療濃度を維持
できるよう投与法を最適化することが可能です。本研究は、
キニジンの母集団薬物動態解析から、競走馬の心房細動
に安全で有効性が高い投与法を検討することを目的としま
した。

図２：母集団薬物動態解析による最適な投与設計

馬に見られる病気4

日本中央競馬会　競走馬総合研究所　臨床医学研究室　主任研究役　　黒田　泰輔

母集団薬物動態解析に基づくキニジン投与法の検討
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材料および方法

本研究では、健康なサラブレッド種10頭（２～７歳、牡
馬５頭と牝馬５頭、体重473～563kg）と、心房細動を発症
したサラブレッド競走馬19頭（２～10歳、牡馬12頭と牝馬７
頭、体重430～540kg）を用いました。心房細動の発症日か
らキニジン投与開始までの平均日数は4.6±1.5日でした。

健康馬10頭に対し、キニジン硫酸塩20 mg/kg の単回経
鼻投与、もしくは20 mg/kg を６時間間隔で２回経鼻投与し
ました。心房細動馬19頭に対する投与量および投与間隔は、
診療獣医師によって決定され、その投与量は9.3～30.6 mg/
kg の範囲で経鼻投与しました。健康馬、心房細動発症馬
のいずれも絶食は行わず、乾草の自由採食と給餌を行いま
した。経鼻投与はカテーテルを用い、約500 mL の水に溶
解した薬剤を投与した後、追加の500 mL 水でフラッシュし
ました。

キニジン硫酸塩投与後はヘパリン採血管を用いて採血し、
サンプルを遠心分離後、分析までは -80℃で保存しました。
血漿中キニジン濃度は、液体クロマトグラフィータンデムを
質量分析計にて測定しました。得られたデータを基に、5,000
頭の馬にキニジンを投与した場合の血漿中濃度をコンピュー
ター上でシミュレーションしました。対象となる投与法は、
前述した既存の教科書記載の投与法および母集団薬物動
態解析を利用した有効濃度を維持する新しい投与法です。

さらに心房細動に対する有効濃度と副作用濃度の解析も
併せて実施しました。心房細動発症馬では、治癒する前１
時間以内の濃度を測定しました。また、全頭について沈鬱、
発汗、心電図異常、100 bpm（拍 / 分）を超える頻脈、疝
痛などの重篤な副作用の発現を記録し、発現前１時間以内
の濃度を副作用発症時の濃度としました。

心房細動発症馬では治療中に体表面心電図（ECG）を用
いて心電図を記録しました。19頭のうち８頭については、よ
り詳細な心電図解析を実施しました。具体的には、図１で
示した心房の震えである f 波を高速フーリエ変換（FFT）と
いう特別な解析方法を使って調べました。これにより心房
の震えの周波数（DF）を計算しました。心房細動では、心
房の震えが活発であると周波数は高くなり治癒しにくい一
方、キニジン投与によって周波数が低下して治癒に向かうこ
とが示されています。

結果および考察

健康馬と心房細動発症馬のキニジン濃度を図３に示しま
す。健康馬と発症馬の間で薬物動態パラメーターに大きな
差はなく、これら29頭の結果を基に、シミュレーションを行
いました。

図３：血漿中キニジン濃度の推移

心房細動を呈した19頭の馬のうち、18頭はキニジン治療
により治癒しましたが、１頭は治癒しませんでした。13頭
において治癒した濃度が測定され、その濃度は1.8 ± 0.8 
µg/mLでした。また、６頭の馬で副作用が観察され、副作
用発症濃度は3.6 ± 1.3 µg/mLでした（図４）。４頭の馬は
沈鬱、１頭は発汗と疝痛、１頭は沈鬱と頻脈を発現しました。

図４：治癒および副作用発症時のキニジン濃度

また、８頭において測定された DFとキニジン濃度の関
係を図５に示しました。青点は、キニジン投与前の DF で平
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均6.4 ± 0.7 Hz、赤点は治癒する直前で平均 2.8 ± 0.4 Hz
でした。キニジン濃度は、0から1.5 µg/mL にかけて、キ
ニジン濃度依存性の DF の低下を認めましたが（r=0.66 to 
0.93）、２µg/mL 以上では DF の低下はなくプラトーに達し
ました。

図５：血漿中キニジン濃度と DF の関係

この結果は、馬の心房細動においてキニジン投与により
周波数が低下し治癒に向かうこと、周波数の低下は一定の
キニジン濃度でストップすることが明らかとなりました。こ
れは、キニジンの効果が飽和し、それ以上の効果が得られ
なくなったと考えられます。図４及び図５の結果を合わせて
考えると、キニジンは高濃度であればあるほど良いというわ
けではなく、適切な有効濃度があるということがわかります。
特に３µg/mL 以上の濃度では、図４から副作用のリスクが
高く、図５でも周波数を低下させる効果の上積みはないこと
がわかります。以上の結果を基に、本研究では緑枠で示す1.5
～3 µg/mLを有効濃度として最適な治療法を検討しました。

まず、教科書に記載されているキニジン硫酸塩22 mg/
kg の２時間間隔６回経鼻投与の濃度シミュレーションを図
６に示します。図２で示した通り、青線は低濃度（10％値）、
黒線は中央値（50％値）、赤線は高濃度（90％値）を示して
おり、これらが緑の有効濃度帯に収まることが理想です。
22 mg/kg ２時間間隔投与では３回目の投与で黒線が３µg/
mL に達しており、３回目の投与で症例の約半分が、６回目
の投与で90％の症例が副作用濃度に達する可能性があるた
め、副作用のリスクが高い投与法と考えられます。

一方、もう一つ教科書に記載されている22 mg/kg ６時
間間隔投与では、22 mg/kg ２時間間隔投与と比較すると

緑の有効濃度に収まっていますが、若干赤線は副作用濃度
に達し、投与開始48時間あたりでは黒線が３ µg/mL 近く
に達していることから、約半分の症例が副作用濃度に達し
ていることがわかります（図７）。また、この治療の問題点
としては、６時間間隔投与を続けることから、深夜も治療
が必要なことです。重篤な副作用を有するキニジン治療を
深夜も継続して行うことは通常の診療体制では困難です。
そのため、有効濃度を維持し、かつ日中のみ投与する投与
法の検討を行いました。

図７：22 mg/kg の６時間間隔経鼻投与の濃度シミュレーション

図８は30 mg/kg（500kg 馬で15g）→12 mg/kg（６g）
→12 mg/kg（６g）を３時間間隔で１日３回経鼻投与し、日
中に３回投与し、夜は投与しない投与法を３日間続けたとき

図６：22 mg/kg の２時間間隔６回経鼻投与の濃度シミュレー
ション（白矢印は投与タイミング）
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の濃度シミュレーション結果です。この投与法では、青線の
10% 値は1.6 µg/mL、赤線の90％値は 3.1µg/mL となり、
症例の大半が有効濃度である緑枠に収まる投与法であるこ
とが示されました。これにより、大半の症例が有効濃度を
維持できる安全な投与法を確立することができました。

しかし、臨床においては低濃度においても副作用を発現
しやすい個体が存在するため、初日から上記投与法を行う
ことはリスクが高いです。そのため、教科書においても５g
の試験投与から始める方法が推奨されています。そこで、３
日目に推奨投与法に到達するよう、徐々に濃度レベルを上げ
る投与法を以下に示します。

図９：３段階で濃度レベルを上げる投与法
１日目：10 mg/kg →４mg/kg →４mg/kg
２日目：20 mg/kg →８mg/kg →３mg/kg 
３日目：30 mg/kg → 12 mg/kg → 12mg/kg 

この投与法では、初日に10 mg/kg（500kg 馬で５g）→
４ mg/kg（２g）→４ mg/kg（２g）を３時間間隔で投与し
ますが、これは試験投与レベルの0.5～１ µg/mL のキニジ
ン濃度が得られます。２日目の投与である、20 mg/kg（10g）
→８ mg/kg（４g）→８ mg/kg（４g）では、１～２ µg/
mL 程度の濃度が得られ、中央値は1.5 µg/mL 程度の濃
度となります。図４を見ますと、この濃度レベルでも治癒し
ている症例は多く、比較的治りやすい症例では十分な濃度
と考えられます。これで治癒せず、また副作用もない場合
は、大半の症例を有効濃度に達することが出来る30 mg/kg

（15g）→12 mg/kg（６g）→12 mg/kg（６g）を行うことが
出来ます。このように、徐々に安定的に濃度レベルを上げる
ことにより、より安全で効果的な投与が可能となります。

まとめ

母集団薬物動態解析に基づき、競走馬集団に最適なキ
ニジン投与法が提案されました。これにより、安全で効果
的な、キニジン治療が期待できます。しかし、いくつかの
課題も残されています。一つは、同じ馬における濃度の変
動性で、同じ馬で同じ量投与した場合でも、濃度が高く出
る場合と、低く出る場合があります。特に、我々の症例の
中には午前中は濃度が低く、午後の投与において急激に濃
度が高くなる馬を認めています。キニジンは絶食時に急激な
吸収によって濃度が高くなることが報告されています。本研
究では絶食は行わず、乾草の自由採食下で治療を行いまし
たが、その採食量が影響している可能性があります。その
ため、乾草の自由採食に加えて投与前の給餌を行うことで、
急激な濃度上昇を若干緩和できると考えています。

また、十分な濃度があっても治癒しない難治性症例や、
低濃度でも副作用が出やすい症例もいます。これに対して
は、人で行われているTDM（治療薬物モニタリング）の導
入を進めています。TDM は各個体の薬物濃度を測定し、
個別に投与法をオーダーメイドで調整していく手法です。現
在、ＪＲＡでは１週間の治療で治癒しなかった症例に対し、
キニジン濃度測定と DF 測定を行い、２週目にオーダーメイ
ドで作成した投与法を適用しています。また、これらの投
与法ついて最新の知見が得られましたら、ご報告させてい
ただきます。

図８：30 mg/kg → 12 mg/kg → 12 mg/kg　３時間間隔１
日３回経鼻投与の濃度シミュレーション

馬に見られる病気
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BTCからのお知らせ：第９回浦河高等学校写真部BTCフォトコンテスト5

ＢＴＣフォトコンテストはＢＴＣ調教場内の風景や施設な
どの写真撮影を浦河高等学校写真部に依頼し、その写真
を審査・表彰をするコンテストで、今年で９回目を迎えます。
提出された作品は、当センターのポスターやパンフレットなど
のＰＲに活用されるほか、調教場内や浦河町内の施設で展
示されています。

浦河高等学校写真部は町内外の作品展で優秀な成績を
収めるなど、高い評価を得ており、浦河町のさまざまなＰＲ
活動でも活躍しています。

今回の撮影は、５～10月の土曜日や夏休みを利用して行
われました。限られた撮影期間の中でしたが、部員間で協
力し合い、工夫を凝らして撮影を行いました。また、撮影中
はＢＴＣ調教場利用者の皆様から温かい声をかけていただ
いたり、生徒が撮影しやすいようご協力いただく場面もあり
ました。

今回21作品の中からＢＴＣ役職員の投票により理事長賞、
優秀賞２点を選出しました。また、特別賞としてＪＲＡ日高
育成牧場賞と日高振興局賞は、それぞれ日高育成牧場場長
と日高振興局長に選定いただき、計５作品が表彰されまし
た。以下に受賞作品と撮影者のコメントをご紹介します。

【理事長賞】
作品名「友と食べる草の味」
撮影者：笹原 なりえさん
「馬が走っている場面は撮影が難

しく、牧草地にいるときは比較的
撮影しやすいと感じました。３頭
が横に並んで草を食べている姿は、
個人的にあまり見たことがなく印象
的だったため、自然体で過ごす馬
の様子を皆さんにも見ていただきた
いと思いこの写真を選びました。」

【優秀賞】
作品名「ライバル」
撮影者：神田 悠希さん
「何度も撮り直しを行

い、２頭の馬がきれい
に並んでいる瞬間を撮
影することができまし
た。馬の向きがまっす

ぐで同じように見える点が良かったためこの写真を選びまし
た。」

【優秀賞】
作品名「もう少し」
撮影者：畑中 優寿さん
「馬がかっこよく走っている姿を

皆さんにも見ていただきたくこの写
真を選びました。もう少し工夫を
すればもっと良く撮影できたので
はないかとも感じたので、次はより
かっこよさの伝わる撮影をしたい
と思います。」

【特別賞：JRA日高育成牧場賞】
作品名「黄昏」
撮影者：青木 優衣さん
「ぼーっとした馬の表

情がとてもかわいらし
く、見ていて和む雰囲
気が伝わる写真だと思
い選びました。力強さ
とは違う穏やかな表情を撮影できたと思います。」

【特別賞：日高振興局賞】
作品名「びしょ濡れの友情」
撮影者：加藤 小遥さん
「研修生の表情がとても印象的

で気に入っており、馬もリラックス
した表情をしていた点が良かった
と思いこの写真を選びました。研
修生と馬の自然な関係性が伝わる
瞬間を撮影出来て良かったと感じ
ています。」

ご紹介した作品以外にも素晴らしい作品を多数提出いた
だきました。当センターＨＰに掲載しておりますので、ぜひご
覧いただければ幸いです。

コンテストに参加していただいた写真部の皆様、また、大
変お忙しい中、撮影にご協力いただいたＢＴＣ調教場利用
者の皆様には、この場をお借りして御礼申し上げます。

公益財団法人　軽種馬育成調教センター　総務部　　下向 涼風
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はじめに

このたび、日本軽種馬協会が行う「軽種馬経営高度化指
導研修事業」に選出され、2025年８月18日から10月12日の
日程で、英国での海外研修を行いましたので、その概要を
報告します。本研修期間中には馬獣医診療施設５ヵ所、競
馬場５ヵ所を訪問し、馬獣医学会にも参加することができ
ました。今回は最初に１週間滞在した Royal Veterinary 
College（以下ＲＶＣ）について紹介します。

ＲＶＣでは、８月18日から22日の期間で学生寮に滞在し
ながら研修しました。この獣医科大学では馬をはじめとす
る様 な々動物の臨床や研究が行われています。大学構内に
は大きな馬診療棟や小動物診療棟のほか、学生寮や食堂、
広大な中庭があり、落ち着いた雰囲気でした。（写真１）

来院する馬は、馬場や障害などの馬術競技に出場してい
る馬が多かった一方で、愛玩動物として飼われている馬、
乗馬クラブや教育機関で飼養されている馬も来院していまし
た。なかでも跛行を主訴に来院する馬が多く、複数の指導
医がインターンやレジデントと共に一日に10頭ほどの跛行診
断を行っていました。非常に軽微な跛行や騎乗時の違和感

が主訴で、ホームドクターにより診断がつかずに来院する症
例が多くを占めており、時間をかけて丁寧に検査していま
した。また、馬主も歩様検査に同席することがほとんどで、
インフォームドコンセントを大事にしていました。内科疾患
は、眼科、消化器、循環器、呼吸器および代謝性疾患な
ど非常に多岐にわたっていました。

跛行診断

ある１頭の馬を例に、跛行診断の流れを紹介します。
症例は９歳の English cob 種で、慢性的な軽度の跛行を

主訴に来院しました。跛行診断は、まず直線の舗装された
道路で常歩と速歩を確認します。続いて地面が砂と端材が
混じったポリトラックとコンクリートの円馬場で両手前のラン
ジング、その後に必要があれば柔らかい地面で直線運動を
行っていました（写真２）。

屈曲試験は一連の流れに組み込まれており、直線馬場で
行われていました（写真３）。症例によっては動画解析装置

海外最新情報②6

海外研修報告①　Royal Veterinary College について

公益財団法人　軽種馬育成調教センター　診療課　診療係長　　多田 健一郎

写真１：ＲＶＣの食堂と中庭
学生が食事をする食堂（左側の建物）と開放的な中庭

写真２：ＲＶＣの歩様検査場
右下が歩様検査場。舗装された直線状と円形の馬場とポリト
ラックの長方形馬場があります。



17　

による跛行診断や、センサーを装着することによる跛行解
析も行っていました。屈曲試験もできるだけ厳密に、球節や
腕節を区別して行っていました。

さらに診断麻酔に進み、遠位から順に palmar digital 
nerve block, abaxial sesamoid bone block, Low 4 point 
block まで行っていました。Low 4 point block で歩様が改
善した後にも球節と指屈腱鞘のそれぞれにブロックが行わ
れ、軽度の跛行改善が得られました。

写真３：屈曲試験
対側の跛行していない肢から屈曲試験を始めて、遠位から球節
以下、腕節、肘と肩の順に行っていました。

跛行の原因となる疼痛部位の見当がついたら次に画像診
断に移ります。通常はＸ線検査と超音波検査を行うことが
多いのですが、English cob 種は中手および中足部の毛が
硬く皮膚が分厚い特徴を有するため、超音波検査での詳
細な評価が困難とのことでした。そのため、今回は単純Ｃ
Ｔと腱鞘造影ＣＴが選択されていました（写真４）。その結
果、腱鞘造影ＣＴで深屈腱に造影剤の浸潤した部分が確

認され、同部の損傷が疑われました。このような病変は超
音波検査で検出することが難しいとされており、ＣＴ検査を
することで初めて診断できるタイプの損傷であるとのことで
した。立位でのＣＴ撮影は、全身麻酔下での撮影に比べて
安全で、ＭＲＩよりも短時間で終了するため、広く普及して
いました。日本国内にも早期の導入が望まれます。

喉頭片麻痺に対する喉頭神経再支配術

右側の喉頭片麻痺を発症したスポーツホースの症例が異
常呼吸音を主訴に来院しました。安静時の喉頭内視鏡検査
で、右側の喉頭片麻痺 Havemeyer グレード３c と診断され
ました（写真５）。

写真５：喉頭内視鏡と経食道エコー
片側の鼻孔から内視鏡を、もう一方の鼻孔から経食道エコーを
挿入して、喉頭の軟骨と筋肉の状態を評価していました。

さらに経皮および経食道エコー検査により喉頭軟骨の形
状および背側輪状披裂筋の萎縮度が評価されましたが、喉
頭軟骨に形態の異常は見られず、筋肉の断面積減少および
輝度の上昇のみがみられました。一般的に神経再支配術は、
喉頭軟骨に異常がなく、筋萎縮の程度が軽い若馬に適応さ
れる手術とのことでしたが、術者の好みや馬主・調教師の
希望により選択されることもあるそうです。本症例は馬主の
希望もあり、この手術が選択されました。

馬は全身麻酔下、左側臥位で保定され、喉頭と頸部の第
１-２頸椎領域が術野となりました。電気刺激装置を用いて
神経線維を見つけ出し、肩甲舌骨筋から鈍性に露出させ、
それらを右側の背側輪状披裂筋および喉頭神経の走行ルー
トに吻合する手術を行っていました（写真６、７）。

この手術による神経再支配術とその筋肉の機能改善には

写真４：立位ＣＴ
右前肢のＣＴ撮影。右前の繋部にロープを巻きつけて部屋の外
から引っ張ることで、ガントリ内に脚を固定しておきます。

海外最新情報②
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時間を要することが多く、たいてい半年から９ヵ月かかると
されています。したがって、復帰までに時間をかける余裕の
ある若馬に推奨されており、１歳馬も有力な候補になるとの
ことでした。また、術後の安静時内視鏡検査では、明確な
外転機能の改善がみられないことが多いものの、運動時の
内視鏡検査で披裂軟骨の外転維持が確認でき異常呼吸音
が改善する馬もいるため、術後にも運動時内視鏡検査を推
奨するとのことでした。

写真６：電気刺激装置
頸神経を検出するための電気刺激装置。上が新型。

写真７：Laryngeal reinnervation
肩甲舌骨筋から剥離した頸神経。これを背側輪状披裂筋に縫合
していました。

立位ＣＴ

今回研修した病院に導入されている立位撮影可能なＣＴ
は、すべてCannon製のQalibraシリーズでした。ＲＶＣでは、
1日におおよそ５件程度の撮影が行われており、前肢では腕
節以下、後肢では飛節以下の撮影が多く見られました。また、
頭部（主に副鼻腔や歯）の撮影も頻繁に実施されていました

（写真８）。歯科疾患に起因する副鼻腔炎の症例は多く、解
剖学的に複雑なこの領域の評価において、本検査は極めて
有用でした（写真９）。診断のみならず、術前計画の立案に
も大いに活用されていました。

 

写真８：頭部ＣＴ
副鼻腔炎の症例が多く来院していたほか、主訴としてヘッド
シェイキング（頭部を激しく左右または上下に振る）疾患があ
る馬も頭部のＣＴ検査を受けることが多かったです。

写真９：臼歯に関連した副鼻腔炎のＣＴ画像
臼歯からの感染が副鼻腔に波及した症例。ＣＴ検査で病変を確
定診断した後に円鋸術による副鼻腔ドレナージを行いました。
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　あ・と・が・き
★ 今冬の道内は例年にも増して寒さが厳しく、特に日本海側では荒天が続き、数年に一度の大雪となった地域もあるなど、ご苦労の多い冬であったことと存じます。浦河で

も昨年より積雪は多かったものの、早朝の開場作業は天候に恵まれ順調に実施できました。現在は屋外馬場の開場準備を進めており、今後は若馬の本格的な調教が始ま
ります。本年度は来月に屋内直線馬場のウッドチップすき取り・新材補充、6 月に屋内トラック馬場の砂入替工事を予定しています。日程は決まり次第お知らせしますの
で、ご協力をお願いいたします。� [K. H.]

★ BTC 研修生として過ごす日々も、いよいよ残りわずかとなりました。現在はＪＲＡ育成馬展示会への参加や卒業査閲の練習、寮内・厩舎内の清掃、次期研修生受入れ準
備など、日々一分一秒を大切にしながら研修に励んでいます。研修は終盤を迎えますが、就労先での仕事こそが本当のスタートです。これまでに身に付けた知識や技術、
実習等でお世話になった方々への感謝を胸に、それぞれの職場での活躍を期待しています。最後に、関係者の皆様のご支援に心より御礼申し上げるとともに、次期研修
生への変わらぬご協力をお願い申し上げます。� [K. S.]

★ 本年 3 月、JRA の定期人事異動で草野広実理事長、山下芳則専務、立林健介教官が転出されました。草野理事長、山下専務共にＢＴＣ運営の要として、数多くの判断と
対応を担われ、事業推進に大きくご貢献いただきました。また、立林教官は教官として３年間、約 70 名の研修生の技術指導にあたられ、常に熱意をもってご指導いただ
きました。転出される方々の在職中のご厚意に深く感謝し、今後のご活躍を祈念しております。代わって、柏田秀治理事長、大地潤専務兼場長、野澤克彦教官が赴任さ
れました。新体制もどうぞよろしくお願いいたします。� [K. M.]

★ BTC 調教場利用　重賞競走　優勝馬一覧（2025 年 12 月～ 2026 年 2月分）　関係者の皆様、おめでとうございます。
（中央競馬）	 	 	 	 （地方競馬）
・ルガル	 牡 5歳	 阪神カップ　GⅡ（2025/12/27・阪神）	 ・テンカジョウ	 牝 5歳	 クイーン賞　Jpn Ⅲ（2026/02/11・船橋）
・グリーンエナジー	 牡 3歳	 京成杯　GⅢ（2026/01/18・中山）	 （海外競馬）	 	
・フィオライア	 牝 5歳	 シルクロード S　GⅢ（2026/02/01・京都）	 ・ディープモンスター	 牡 8歳	 アミールトロフィーGⅡ（2026/02/14・カタール）
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ダービー馬シャフリヤールや菊花賞馬ドゥレッツァを相手
に2000mのG2札幌記念とG2金鯱賞を制覇
当地のチャンピオンホースを相手に香港のG1クイーン
エリザベス2世Cは3年連続で2着。オーストラリアの
G1コックスプレートで2着と世界トップレベルの実力を
見せる。
半姉ヴォルダは英G1チェヴァリーパークSを制した名牝。

19戦 7勝 2着5回 3着2回 総賞金3億4595万1000円、
1852万HK＄、75万豪＄競

走
成
績

金鯱賞-G2【2回】…………………… 芝2000ｍ
札幌記念-G2 ……………………… 芝2000ｍ
クイーンエリザベス2世C【3回】-G1 芝2000ｍ
コックスプレート-G1 ……………… 芝2000ｍ
天皇賞（秋）-G1 …………………… 芝2000ｍ

1st
1st
2nd
2nd
3rd

・

・

・

ブリーダーズクラブ遠藤・秋山・福島・鳥山・平原まで！

Thoroughbred Breeders Club –Stallions Information–

Prognosis(JPN)
2018年生　千歳産　鹿毛

国内で重賞３勝、海外でG1 ２着 ４回、芝2000mのスペシャリスト
プログノーシス
父:ディープインパクト　母*ヴェルダ（by Observatory）

受胎条件 80万円Fee ※フリーリターン特約付き
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